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学校番号２７                           令和８年８月策定 

 

秋田県立西目高等学校 中期ビジョン（５か年計画） 

【令和８年度～令和１２年度】 

 

Ⅰ 本校が目指す姿 

 

① スクール・ミッション 

自ら学び未来を切り拓く力を育て、地域と共に歩む学校 

 

② スクール・ポリシー 

 

  （Ⅰ）グラデュエーション・ポリシー（目指す生徒像） 

・自律的学習者:自ら課題を見つけ、生涯にわたって学び続ける意欲と創造性をもつ生徒 

・共生と尊重:豊かな感性をもち、多様な他者を尊重し、思いやりをもって行動できる生徒。 

・郷土貢献:地域の歴史・産業を理解し、その発展に責任をもって貢献しようとする生徒 

・社会への適応:情報活用能力を身に付け、社会の変化に柔軟かつ逞しく対応できる生徒 

（Ⅱ）カリキュラム・ポリシー（本校の学び） 

・総合学科の深化:「産業社会と人間」を基盤に、各系列の専門性を活かしつつ、系列横断

的な学びを提供する教育課程 

・実践的フィールドワーク:地域企業や自治体と連携し、生きた知識とスキルを習得する体

験型学習の推進 

・ＩＣＴの日常化:デジタルツールを活用し、論理的思考力、発信力、情報リテラシーを高

める授業展開 

（Ⅲ）アドミッション・ポリシー（求める生徒像） 

・本校で学ぼうとする理由が明確で、入学後も高い志をもち、継続して学業に励む生徒 

・基本的生活習慣が身に付いており、礼儀正しく、他者を尊重することができる生徒 

・特別活動において、優れた能力があり、その活動を入学後も確実に継続する生徒 

・地域に対する感謝の気持ちをもち、積極的に地域・社会に貢献しようとする生徒 
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Ⅱ スクール・ポリシーを踏まえた５年間の取組 

 

① 現状と課題 

 

・少子化に伴う地域産業の人手不足や存続が大きな課題になっており、郷土の活力を維

持・発展させる人材育成が急務となっている。 

・総合学科として多様な進路希望をもつ生徒が在籍しているなか、自らの選択に自信を

もち、目的意識をもって自律的に学ぶ姿勢をいかに育むかが課題である。 

・総合学科の専門性を活かし、地域社会全体を学びのフィールドとする持続可能な協働

体制を構築するとともに、変化に立ち向かう資質・能力を組織的に育成することが強

く求められている。 

 

② 具体的な取組 

 

「学びの質の転換」 

・「誰一人取り残さない」学びの充実:従来の「一律の学び直し」から、教科内指導や個別 

指導を充実させ、基礎学力の定着を図る。 

・キャリアポートフォリオの活用:１年次からＩＣＴを用いた活動記録（ポートフォリオ） 

を蓄積し、自己分析を習慣化する。 

・系列体験の拡充:１年次の「産業社会と人間」において、農業だけでなく土木・ビジネス 

等の体験機会を設け、ミスマッチを防ぐ。 

「系列横断と地域共創」 

・地域共創プロジェクト:「総合的な探究の時間」において、実社会の課題にチームで挑む 

プロジェクトを実施する。 

・系列連携による課題解決学習:各系列（農業科学・土木・ビジネス会計）の生徒が専門ス

キルを持ち寄り、一つの課題を解決する横断的学びの導入。 

・保護者・地域との協働推進:保護者や地域住民が「社会の先輩」として生徒と対話する場

を、学校運営協議会の枠組みで構築する。 

「地域社会を牽引する学びの定着」 

・成果の社会還元:生徒が導き出した地域課題の「最適解」を、地元企業や住民にプレゼン

し、実装を目指す場を創出する。 

・多面的評価の確立:挑戦のプロセスや失敗を評価する独自のルーブリックを確立し、生徒

の自己効力感を高める。 
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